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１．はじめに

実践型人材養成システム（実習併用職業訓練）は，

平成18年10月に職業能力開発促進法の改正により

「認定企業との雇用関係のもとでの実習（OJT）」と

「教育訓練機関での現場のニーズに即した学習」とを

組み合わせ，実践的な技能・知識を備えた職業人を

育成する就労でも就学でもない「第三の選択肢」と

して位置づけられた。

２．実践型人材養成システム設定の経過

若年失業率の上昇，ニートやフリーターの増加に

対応するため，平成16年度から日本版デュアルシス

テム（以下「デュアルシステム」という。）が，教育

訓練機関における座学と企業における実習を組み合

わせた職業訓練として試行的に開始された。

実施形態は，職業能力開発促進センターの普通課

程を活用したコース（１年ないし１年数ヵ月），能開

大の専門課程を活用したコース（２年）および専修

学校など民間教育訓練機関へ訓練を委託したコース

（標準５ヵ月）があり，試行の結果，一般の若年者委

託訓練の就職実績を上回るなど一定の成果が出てい

るものの，厚生労働省の「日本版デュアルシステム

の今後の在り方についての研究会」から以下のよう

な提言がなされた。

a 従来のデュアルシステムは教育訓練機関主導

型であり，教育訓練機関のさまざまなコースの内の

１つにすぎないことから第三の選択肢としての意味

を持つものとなっていない。

s 企業にとっては，訓練生の実習を行うとして

も，実際は，教育訓練機関からの委託訓練生を受け

入れるか否かを受動的に判断する立場にすぎず，自

ら主体的にデュアルシステムによる教育訓練の実施

や訓練生の採用の決定に関与することが困難である。

d 高校等にとっても，デュアルシステムに卒業

生を送り出す際には実習を受け入れる企業との接点

が確保されておらず，デュアルシステム訓練という
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図１　普及ポスター（厚生労働省作成）



仕組み自体についての認識や関心がきわめて薄い。

f デュアルシステムは若年失業者やフリーター

を対象とする就労支援策としての性格が強く，将来

の中核的人材を期待する企業にとっては魅力に乏し

いうえに，学生・生徒や学校にとっても進路の選択

肢として位置づけるしくみとなっていない。

従来のデュアルシステムは，大量のフリーターが

存在し，今後も生み出される構造的な問題が改善す

るまでの間は引き続き推進していくことが妥当だと

思われるが，上記の課題を解決するために，企業を

主体とした教育訓練システム，すなわち実践型人材

養成システムの実施すが必要とされている。

以上のことから，デュアルシステムの発展型とし

て実践型人材養成システムが制度化された。

３．実践型人材養成システムの展開

実践型人材養成システムは以下の流れで展開され

る。

a 訓練の実施計画の作成

↓

s 厚生労働大臣の認定

↓

d 訓練生の募集・採用

↓

f 教育訓練機関における学習

↓

g 企業における雇用関係のもとでの実習（OJT）

↓

h 訓練生の能力評価

↓

j 現場の中核的人材の確保

４．システムにおける支援制度

このシステムを活用する企業には以下のいずれか

の支援等が講じられている。

a 中小企業雇用創出等能力開発助成金

対象事業主：中小企業

助成金：OFF－JT期間の賃金

OJTにおける部外講師謝金

助成率：１/２

手続き：訓練実施計画大臣認定申請→改善計画

知事認定申請→助成金申請

s キャリア形成促進助成金

平成19年４月より設定され，大企業も助成の対

象となった。

対象事業主：大企業，中小企業

助成金：OFF－JT期間の賃金　　

OJTにおける賃金見合い（600円/1H）

助成率：大企業１/４　中小企業１/３

手続き：訓練実施計画大臣認定申請→助成金申請

５．当校における取り組み

a コースの設定

平成18年10月23日（月）～24日（火）に（独）雇用・

能力開発機構（以下，「機構」という。）本部による

実践型人材養成システムに係る業務説明会が開催さ

れ，大学校等を対象に「実践型人材養成システムに

おける座学等の受入のための体制づくりについて」

「平成19年度または20年度実施に向けた実践型人材養

成システム展開の流れ」「大学校における訓練の展開

について」の説明と資料配付が行われた。それを受

けて，当校では教職員に実践型人材養成システム

（以下，「システム」という。）の概要を説明し，専門

課程各訓練科に企業ニーズ等を考慮し実施可能なコ

ースを検討することとした。その結果，機械系から
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「モールドデザインコース（金型コース）」と情報系

から「ものづくりSEコース」が出され，①実践型人

材養成システム実施計画書，②事業主団体ヒアリン

グ結果，③企業ヒアリング結果，④高等学校ヒアリ

ング結果，⑤履修科目単位表，⑥訓練展開イメージ

図を全教職員の協力の下，取りまとめ，機構本部に

申請し承認された。

s 学生への周知

平成19年４月，平成19年度専門課程入学者全員を

対象に，入学ガイダンスの際に実践型人材養成シス

テムの概要を説明し，さらに機械系と情報系の学生

には科別ガイダンスにおいて詳しい説明を行った。

d 訓練の実施計画の作成

平成19年４月，訓練展開イメージ図と履修科目単

位表により，訓練カリキュラム，修了時の評価方法

等の作成を行った。

また，システムの訓練期間は本来２年間であるが，

社会的に普及・活用が定着するまでの当分の間は，

専門課程２年次の１年間での設定も可能となってお

り，後述の「ものづくりSEコース」はこの形態を取

っている。

（イ） モールドデザインコース

開始時期：平成20年４月

訓練期間：２年間

定員：５名程度

仕上がり像：金型設計・製造業，射出成形業

において必要な知識・技能・技術を有し，

ものづくり現場の実践力を持った高度技能

者の養成。

評価の方法：技能照査

（ロ） ものづくりSEコース

開始時期：平成20年４月

訓練期間：１年間

定員：５名程度

仕上がり像：「ものづくり」分野において活

躍する高度な専門性と想像力を身につけた

実践情報技術者の育成。

評価の方法：技能照査

f 教職員へのシステムの再確認

平成19年８月，教職員対象に再度システムの説明

会を行い，また，同時に機構東京センターから講師

を招いて助成金の説明会を開催した。

g 高校等への周知

平成19年８月，厚生労働省作成のパンフレットに

加えて，当校独自システム実施のため（周知ではな

い）の学生用のリーフレットを作成し，高校訪問等

の際に持参し説明を行っている。リーフレットはA4

表裏印刷で，裏面はコースの目的，仕上がり像，カ

リキュラムの構成，実際の実習風景の写真等で構成

されている。

h 企業への周知

当校独自システム実施のための企業用のリーフレ

ットも併せて作成し，企業訪問の際持参し説明を行

っている。

特に，卒業生が就職している企業を中心に校をあ

げて企業訪問を実施し説明を行っている。リーフレ

ットはA4表裏印刷で，裏面はコースの目的，仕上が

り像，カリキュラムの構成，助成金制度，実際の実

習風景の写真等で構成されている。

図３　高校向けリーフレット（表面）
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j 金型工業会への協力

日本金型工業会（以下，「工業会」という。）が

「実践型人材養成システム普及のための地域モデル事

業」に選定され，当校もカリキュラムの作成等協力

することとし，教員２名と調査役がモデル事業推進

委員会に参画した。

この事業としては以下のことについて行った。

（イ） 人材確保・育成ニーズ調査

傘下510社に対してアンケート調査を行い回収

は105社，回答率は20.6％であった。

（ロ） 会員企業に対する説明会

７月９日，当校においてシステムの説明会お

よび施設見学会を実施。15社17名の参加。

（ハ） 進路指導担当教員向け説明会

工業会事務局と当校教員が協力し，関東地区

の工業高校の教職員団体（関東甲信越地区機械

工業教育研究会，東京都機械工業教育研究会等）

を中心にシステムの説明を実施した。

（ニ） 高校生向けパンフレット作成

工業会および金型等について，高校生に知っ

てもらうためにわかりやすいパンフレットを作

成した。

（ホ） Off－JTモデルカリキュラム作成

工業会の意見を採り入れ，東京校が中心とな

りOff－JTモデルカリキュラムを作成した。

（ヘ） OJTモデルカリキュラムおよびOJT習得度

チェックシート作成

OJTモデルカリキュラムおよびOJT習得度チ

ェックシートについても，東京校が協力し作成

した。

今後，実施する事業

（イ） 高校生向け体験コース

高校生に対し，金型企業と当校の見学会を計

画している。

（ロ） 合同面接会

金型企業と当校の生産技術科１年生との合同

面接会を計画している。

（ハ） 金型技術教育マニュアル作成

図４　企業向けリーフレット（表面）

図５　高校生向けパンフレット（表面）
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OJT等をスムーズに推進でき，かつ工業会の

技能・技術のレベルアップを目的として金型マ

ニュアルの作成を計画している。そのために金

型技術教育マニュアル作成検討部会を立ち上げ，

当校の教員もメンバーになり協力している。

６．まとめ

現状では，このシステムが制定されてから日が浅

いことなどから，浸透度が低いことにより，高校お

よび企業等とも関心は必ずしも高いとはいえない。

しかしながら，日本金型工業会が傘下企業に対して

行ったシステムへの興味についてのアンケート調査

（回答数105社）では，①積極的に活用したい：４社，

②多少興味があり，できれば活用したい：28社，③

システムについて積極的に説明を受けたい：６社，

④説明会があれば参加したい：34社であり，システ

ムへの興味を持つ企業が多い（68.6％）ことがわかっ

た。

景気が回復基調であり，大企業が新工場の建設な

どで，工業高校卒業の就職希望者は大企業への就職

が目だち，かつまた，高度な技能・技術を持ってい

る団塊の世代の退職が始まり，特に中小企業では人

材確保，技能・技術の伝承ができにくくなっている。

中小企業の未来を築くためにはこのシステムの活用

が大きな鍵を握っている。

このシステムが世の中に浸透するためには，まず，

認知度を高めることが一番のポイントとなる。国，

機構本部，機構都道府県センター，能開施設が一丸

となり周知に取り組まなければならない。そして，

能開施設は周知だけでなく，実施するための体制を

整え，実施に結びつけなければならない。

今後，当校はさらに多くの高等学校や企業等への

訪問を行い，このシステムのメリットや仕組みを理

解していただき，平成20年４月開始のシステムの実

施に結びつけたい。そして，このシステムに対する

ノウハウを蓄え，発信し，他の能開施設等の手助け

となればと考えている。
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